
別紙様式３ 
 

 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に基づき、

次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  益田清風高等学校 学校運営協議会  （第２回） 

 

２ 開催日時  令和６年１１月１４日（木） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  益田清風高等学校 会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した。 

 

４ 参 加 者  会  長  森本翔太郎  馬瀬建設株式会社 専務取締役 

                委  員    中村 好一  下呂市教育長 

皆越 眞佐代 ＮＰＯ飛騨小坂２００滝 （欠席） 

                            向野 優子  ＮＰＯみらいろ理事長 

                         小池 雅之  下呂市観光商工部長（欠席） 

              山下 久美子 下呂看護専門学校長 

              佐野 ちあき ホテルくさかべアルメリア職員 

              長尾 伴文  ぎふ夢教育応援隊 

              前田 芳隆  前小坂中学校長 

              栃井 政文  育友会長 

 

              学 校 側    小田 正人    校長 

              青木 穣   事務長 

                         石丸 浩国    教頭 

                            井田 誠   教務主任 

              二宮 里奈  生徒指導主事代理 

              上田 界堂  進路指導主事 

              塚中 一成  保健安全部長 

角川 公太  特別活動部長 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 学校の様子について 

（２） 地元中学生について 

（３） 意見交流（スクールミッション） 

意見１： 授業の様子から素直に前向きに授業に向かう姿がみられた。 

地域で中学生と一緒にボランティア活動など参加する際は、高校教員が引率する必要はなく、地

域に任せていく姿勢も大切である。地元の中学生が清風の高校生に憧れをもてるような場を設け

ることが必要であり、地域力を高め、入学志望者数を増やすために少人数での授業や個別の指導

など、生徒の言葉で学校の魅力を語る場を提供するべきである。 

意見２： 授業の様子や挨拶から、活発さが清風の良さである。 

少人数の授業を丁寧に行う、進路指導を放課後個別に対応するなどの取り組みをどう伝えるかが
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課題である。 

中学生が進路を決める１２月までをめどに清風の魅力を伝えられるとよい。 

生徒がちらしやハガキを作成して各中学校や地域に知らせ、学校の魅力を伝えられると良い。 

意見３：生徒と学校、地域のつながりを大切にしていく。 

保護者が、自分の子供だけでなく学校全体を見る機会を増やす。  

意見４：生徒が減り続けていることに地元も危機感をもっているので、高校と中学が手を携えて対策を講

じるべきである。 

各地域の魅力を生徒の言葉でブラッシュアップして、県内外に拡散していく活動をするのはどう

か生徒が前に出て、探究活動を通して学んだ成果を発表する機会をつくる。 

（例：地域の観光課と協力してポスター作りなど） 

意見５：おにぎりアクションはよい活動なので、投稿だけではなくリールで拡散してより多くの人の目に 

ふれるようにしたらどうか。 

部活を続けるか悩む中学生がいるので、高校の部活動を体験する機会をつくる。       

（例：中学校に訪れて説明会→ピンポイントで声掛けを） 

意見６：自分たちで失敗を恐れずに行動する力を身に付けてほしい。 

高山西高校の生徒が、看護職が地元に残るためにはどうしなければならないのか研究していた。こ 

のような高校生が地域の未来を考えるような取り組みが大切である。 

入学者数の減少は下呂看でも変わらないので、地元へのアピール力が必要だと思う。 

意見７：教員と生徒の距離感や教室が綺麗でよかった。 

最後の運営協議会に向けて、何かしらの形を残したい （例：生徒と交流するなど） 

意見８：講義形式が多い印象はあるものの、少人数の中で丁寧に指導している。  

塾に行かなくても済むような高校を目指してはどうか。 

意見９：進学高の方がと良いう認識を払拭するために、お互いの高校の子供同士が触れる機会をつくると

良いのではないか。 

机の間の荷物などが気になるので、空き教室に荷物を置くなど工夫ができるとよい。 

生徒の数が減る分、机を大きくするなど、生徒がより生き生きと活動できるよう環境を整えていけ

ると良いのではないか。 

 

６ 会議のまとめ 

 第２回学校運営協議会では、スクールミッションの最終確認を行った。次に学校運営計画の進捗や忌憚のな

い意見をいただいた。学校運営協議会からは、さらに高校が発展するために具体的に取り組むべき方策や助言、

また保護者目線から見た学校への要望等を提案された。益田清風高校として提案された意見をさらに具現化し、

年度末には成果として報告できるよう努力したいと考えている。 


